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　札幌市交通局では、平成 26 年（2014 年）６月に「札幌市交通事業経営計画

[平成 26 ～ 30 年度（2014 ～ 2018 年度）]」を策定し、地下鉄事業においては

可動式ホーム柵の設置やワンマン運転の実施、路面電車事業においては、路線

のループ化や低床車両の導入など、お客さまの安全性・利便性の向上や経営の

効率化に取り組んできたところです。

　このたび策定いたしました「札幌市交通事業経営計画 [令和元～ 10 年度（

2019 ～ 2028 年度）]」では、お客さまの安全性・利便性向上や経営の効率化は

もちろん、近年増加する訪日外国人旅行客へのサービスアップにも力を入れて

います。案内表示や券売機等の多言語化、無料 Wi-Fi 設備の拡充など、より多

くの訪日外国人旅行客により快適に市営交通をご利用いただくための取組を積

極的に進めてまいります。

　また、令和２年度（2020 年度）には、路面電車事業の上下分離を導入する予

定であり、同事業の更なる経営改善に取り組んでまいります。

　近年の公共交通事業を取り巻く環境は、社会環境や人口構造の変化などによ

り、大変厳しい状況であります。さらに、令和３年度（2021 年度）には地下鉄

南北線が開業 50 周年を迎え、長期間経過した施設や設備の老朽化対策が喫緊の

課題となっております。このような状況下においても、これらの取組を通じて、

札幌市民や札幌市を訪れる皆さまの「足」を永く守り、今後も安全で確実な輸

送サービスを行っていくことが、我々札幌市交通局の責務であります。

　これからも地下鉄・路面電車が皆さまに親しまれ、より身近な公共交通機関

であるために、社会環境の変化等に柔軟に対応し、今後も効率的な経営に努め

てまいります。




